
繹
迦
牟
尼
佛
と
阿
彌
陀
佛
 (芳

岡
)

繹
迦
牟
尼
佛
と
阿
彌
陀
佛

芳

岡

良

音

阿
彌
陀
佛
や
西
方
極
樂
の
こ
と
が
読
か
れ
て
い
る
経
典
は
お
よ
そ
八

十
二
部
あ
る
が
、
(異
繹
経
典
と
佛
名
経
類
と
唐
以
後
傳
課
さ
れ
た
密
敢
経
典

と
は
含
ま
れ
な
い
)
 そ
の
所
説
を
通
讃
し
て
第

一
に
氣
付
か
れ
る
こ
と

は
、
阿
彌
陀
佛
を
見
る
と
い
う
こ
と
が
到
る
庭
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
初
期
無
量
壽
経
に
は
阿
彌
陀
佛

の
聲
を
聞
く
と
い
う
こ
と
が

繰
返
し
記
さ
れ
て
居
り
、
(大
正
藏

一
二

282
 c
,
 
290
 a
,
 
299
 b
,
 
c
,
 
303a
,

3
1
3
 
b
,
 
3
17
b
)
 授
記
を
期
待
し
て
い
る
経
典
も
あ
る
。
三
曼
陀
腿
陀
羅

経
等
に
あ
る
よ
う
に
、
實
際
佛
の
居
ら
れ
る
刹
に
生
れ
、
常
に
佛
を
見
、

佛
と
共

に
あ
り
た
い
と
い
う
の
が
、
念
佛
信
仰

の
中
核
を
な
し
て
い
る
。

つ
ま
り
繹
尊
は
死
な
れ
た
が
、
何
と
し
て
も
生
き
た
佛
に
會
い
た
い
と

言
う
の
で
、
阿
彌
陀
佛
信
仰
が
繹
尊
の
入
滅
と
い
う
歴
史
的
事
實
に
端

を
獲
し
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
私
は
先
に
無
量
壽
経
の
敢
読
の

資
料
が
阿
含
部
の
浬
繋
経
に
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た

の
で
あ

る
が
、

(
「大
無
量
壽
経
の
成
立
史
的
研
究
」
44-
49)
 竺
法
護
課
方
等
般
泥
疸
経

(
大
正
藏

一
二

925
c
)
法
顯
繹
大
般
泥
漉
経

(同
 
857
c
,
 
866
c
,
 
89
6a)

曇
無
識
課
大
般
浬
契
経
 
(同
 3
71
b
,
 
383
 c
,
 
424
a
,
 
509
a
)
 竺
佛
念
謬

菩
薩
庭
胎
経
 
(同

1028
 a
,
 
1051
a)
 同
中
陰
経
 
(1070
a
)
 曇
無
識
課
大

方
等
無
想
経
 
(118

c
,
 
1107
a
)
 那
連
提
耶
舎
課
大
悲
経
 (955
b
-
)
 等

の
大
乗
浬
契
部
経
曲
ハ
に
一
様
に
阿
彌
陀
佛
や
極
樂
世
界
の
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

從
來

一
般
の
佛
陀
禮
拝
は
舎
利
塔
に
封
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
然
し

繹
奪
と
の
時
間
的
室
間
的
な
隔
り
が
大
き
く
な

つ
て
來
る
と
、

こ
の
よ

う
な
遺
物
崇
拝
に
は
瀧
足
せ
ず
、
も

つ
と
直
接
的
な
佛
と
の
接
燭
が
要

求
さ
れ
る
。
佛
像
禮
拝
は
こ
の
よ
う
な
要
求
に
よ
つ
て
生
れ
て
來
た
も

の
で
あ
る
。
後
漢
代
失
繹
の
作
佛
形
像
経
に
「
佛
去
後
我
恐
不
復
見
佛
、

我
欲
作
佛
形
像
恭
敬
承
事
之
…
…
壽
終
皆
生
阿
彌
陀
佛
國
」
(大
正
藏

一

六
788
a…
…
c)
 と
あ
つ
て
、
見
佛
の
欲
求
か
ら
佛
像
禮
拝
が
興
り
、
彌

陀
信
仰

の
成
立
が
こ
れ
と
深
い
關
係
が
あ
る
こ
と
を
物
語

つ
て
い
る
。

私
は
先
に
無
量
壽
経
の
成
立
地
は
バ
ミ
ア
ン
で
あ
ろ
う
と
論
じ
た
が
、

(
「無
量
壽
経
と
読
出
世
部
」
印
佛
研
一
一
ノ
一
)
 塔
婆

の
普
及
が
玄
舞

の

記
録
を
見
て
も
北
印
度

の
迦
渥
彌
羅
、

咀
叉
始
羅
、
健
陀
羅
、
烏
佼
那

か
ら
、

ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
縛
喝
、
迦
畢
試
、

漕
矩
託
に
及
ん
で
い
る
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が
、
梵
衛
那
に
塔
婆
が
な
い
こ
と
が
こ
れ
を
傍
謹
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

阿
彌
陀
佛
の
こ
と
が
読
か
れ
て
い
る
諸
経
典
を
通
観
し
て
第
二
に
注

目
さ
れ
る
こ
と
は
、
阿
彌
陀
佛
に
王
者
の
風
格
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

阿
彌
陀
佛
の
前
生
を
記
し
た
経
典
の
内
前
身
が
蒋
輪
聖
王
又
は
國
王
で

あ
つ
た
と
す
る
も

の
が
六

(無
量
壽
経
、
慧
印
三
昧
経
、
悲
華
経
、
賢
劫
経

八
、
決
定
総
持
経
、
大
集
會
正
法
経
)
太
子
又
は
王
子
と
す
る
も
の
六

(無

量
門
微
密
持
経
、
賢
劫
経

一
、
徳
光
太
子
経
、
法
華
経
、
阿
彌
陀
鼓
音
聲
王
陀

羅
尼
経
、
観
察
諸
法
行
経
)
軍
に
出
家
で
あ
つ
た
と
記
す
も

の
七

(観
無

量
諄
経
、
生
経
、
賢
劫
経

一
、
濟
諸
方
等
學
経
、
大
法
炬
陀
羅
尼
経
、
大
乗
寳

要
義
論
中
引
用
の
畳
智
方
廣
経
、
観
佛
三
味
海
経
)
で
、
國
王
又
は
王
子
で

あ
つ
た

と
す
る
も
の
が
歴
倒
的
に
多

い
。
こ
れ
は
浄
土
の
観
念
が
阿
含

部
浬
契

経
に
読
く
大
善
見
王
、
即
ち
繹
辱
の
前
身
た
る
轄
輪
聖
王
の
都

城
に
由
來
す
る

に
よ
る
の
で
あ

つ
て
、
(拙
稿

「
大
無
量
壽
経
の
威
立
史

的
研
究
」
4
6参
照
)
ク
シ
ナ
ガ
ラ
に
あ
つ
た
と
い
う
大
善
見
王
の
都
城
に

極
樂
浄

土
が
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
、
大
乗
の
浬
葉
経
に

「過
去
久

遠
阿
僧
祇
劫
時
、
世
有
佛
名
難
提
践
檀
如
來
慮
供
等
正
毘
、
出
興
於
世

亦
常
於
此
掬
夷
城
佳
、
時
此
世
界
廣
博
嚴
浄
、
響
如
西
方
極
樂
國
土
」

(大
正
藏

一
二

866
 c
,
 
383
c)
 と
云
い
、
純
陀
供
養

の
條
に
も
佛
の
威
神

力
に
よ
り
そ
の
地
が
衆
寳
荘
嚴
西
方
極
樂
國
土
の
如
く
な
つ
た
(同
857

c
,
 
896
 a
,
 
371
 b
,
 424
a)
 と
記
し
て
い
る
所
に
も
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

阿
彌
陀
佛
を
讃
仰
し
て
い
る
無
量
壽
経
の
説
相
と
、
繹
奪
の
讃
仰
を

圭
題
と
し
て
い
る
法
華
経
や
浬
繋
経
の
説
相
と
を
比
較
し
て
見
て
著
し

く
違
つ
て
い
る
の
は
、
法
華
経
や
浬
墾
経
で
は
佛
を
慈
父
の
如
く
説
い

て
い
る
の
に
、
無
量
壽
経
で
は
阿
彌
陀
佛
が
王
者
の
よ
う
に
説
か
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
法
華
経
で
は
火
宅
の
喩
や
長
者
窮
児

の
喩
等
に
佛

を
慈
父
に
た
と
え
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
佛
弟
子
は
佛

の
子
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
到
る
庭
に
説
か
れ
い
て
い
る
。
浬
葉
経
で
も
佛

の
衆
生

を
見
る
こ
と

一
子
の
如
し
と
い
う
よ
う
な
表
現

で
、
佛
の
大
悲
が
繰
返

し
説
か
れ
て
い
る
。
無
量
壽
経
で
は

「作
比
丘
者
、
皆
是
我
子
孫
」
(大
正

藏

一
二
3
12
c)
 と
い
う
よ
う
な
表
現
も
あ
る
が
、
佛
を
特
に
慈
父
の
よ

う
に
説
い
て
い
る
所
は
な
く
、
阿
彌
陀
佛
は
正
法
を
以
て
刹
を
治
め
て

い
る
聖
王
の
如
く
で
あ
る
。
梵
本
で
は

n
a
re
n
d
ra
と
い
う
國
王
に
封

す
る
呼
構
で
佛
を
呼
ん
で

い
る
。
(中
村
元

「
極
樂
浮
土
の
観
念
の
イ
ン
ド

學
的
解
明
と
チ
ベ
ッ
ト
的
變
容
」
印
佛
研

一
一
ノ
ニ
)
初
期
無
具里
壽
経

に
観

音
勢
至
の
こ
と
を
記
し
て

「
諸
菩
薩
中
、
有
最
尊
爾
菩
薩
、

常
在
佛
左

右
坐
侍
政
論
、
佛
常
與
是
爾
菩
薩
共
封
座
、
議

八
方
上
下
去
來
現
在
之

事
」
(大
正
藏

一
二

308
 b
,
 
290
a)
 と
云
つ
て
い
る
の
は
、
雨
菩
薩
が
大

臣
又
は
最
高
顧
問
官
と
し
て
、
王
に
侍
し
て
國
政
を
議
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
そ
の
後
に

「善
男
子
善
女
人
、
若
有
急
恐
怖
遭
縣
官
事
者
、

但
自
蹄
命
是
蓋
櫻
亘
菩
薩
、
無
所
不
得
解
脱
者
也
」
(308
b
,
 
2
90
a)
と

あ
り
、
観
音
は
普
門
示
現
で
、
利
盆
多
端
で
あ
る
べ
き
筈
な
の
に
、
何

故
こ
ゝ
で
官
憲
の
迫
害
の
こ
と
だ
け
を
問
題
に
し
て
い
る
の
か
、

一
見

不
思
議
の
よ
う
で
あ
る
が
、
實
は
こ
ゝ
で
は
政
治
の
姿
勢
を
正
す

こ
と

繹
迦
牟
尼
佛
と
阿
彌
陀
佛
 (芳

欄
)

-167-



繹
迦
牟
尼
佛
と
阿
彌
陀
佛
 (芳

岡
)

が
問
題

な
の
で
あ
る
。
ま
た
大
阿
彌
陀
経
に

「
佛
諸
所
行
庭
、
所
経
過

歴
郡
國
縣
邑
丘
聚
市
里
莫
不
豊
熟
、
天
下
太
卒
、

日
月
運
照
、
倍
釜
明

好
、
風
雨
時
節
、
人
民
安
寧
、

強
不
臨
弱
、
各
得
其
行
、
無
悪
歳
疾
疫
、

無
病
痩
者
、
兵
革
不
起
、

國
無
盗
賊
、
無
有
冤
狂
、
無
有
拘
閉
者
、
君

臣
人
民
莫
不
喜
踊
、
忠
慈
至
誠
各
自
端
守
、
皆
自
守
國
、
雍
和
孝
順
、

莫
不
歓
喜
、
有
無
相
與
布
恩
施
徳
、
心
漱
樂
與
皆
敬
愛
、
推
譲
義
謙
遜
、

前
後
以
禮
敬
事
、
如
父
如
子
、
如
兄
如
弟
、
莫
不
仁
賢
、

和
順
禮
節
都

無
違
謬
、

快
樂
無
極
」
(同

3
16
a
,
 
b
)
 と
あ
る
の
は
、
佛
の
威
紳
力
に

よ
る
理
想
的
な
國
家
肚
會

の
實
現
を
読
い
た
も
の
に
外
な
ら
な

い
。
卒

等
覧
経

の
重
誓
偶
に

「
復
爲
大
國
王
、
富
豪
而
自
在
、
廣
以
諸
財
寳
、

普
施
於
貧
苦
」
(同
3
21
a)
 と
云
い
、無
量
壽
如
來
會
に

「
彼
極
樂
界
、

無
量
功
徳
、
具
足
荘
嚴
、

國
土
豊
稔
、
天
人
熾
盛
」
(
同

1196
a)
 と
あ

る
。
我

々
は
浄
土
建
立
と
い
う
こ
と
に
政
治
的
な
面
か
ら
理
解
す
べ
き

も
の
が
あ
る
こ
と
を
、
卒
直
に
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

阿
含
部

浬
葉
経
の
初
め
に
、
繹
韓
が

V
a
jj
i國
を
不
滅
の
理
想
國
家
と

し
て
推
奨

し
て
い
ら
れ
る
。
佛
教
の
僧
伽
が

V
ajji
國
の
よ
う
な
共
和

政
髄
に
範
を
と
つ
て
企
圖
さ
れ
た
理
想
杜
會
で
あ

つ
た
こ
と
は
、
諸
先

輩
の
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
印
度
で
は
國
王
は
掠
奪
を
こ
と
ゝ
す

る
こ
と
盗
賊
に
異
ら
ず
、

人
種
言
語
等
の
雑
多
な
印
度
人
は
國
家
意
識

が
稀
薄

で
、
印
度
人
の
統

一
感
情
は
宗
教
に
關
す
る
共
同
の
自
畳
に
よ

つ
て
僅
か
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
宗
敢
的
な
法
に
支
え
ら
れ
た
國

王
な
き
理
想
肚
會
が
浄
土
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

韓
輪
聖
王
は
原
始
経
典
に
早
く
か
ら
現
れ

て

い
る
が
、
(S
n
 554
,

T
h
erag
 824)
 縛
輪
王
は
佛
と
の
引
合
い
に
出

さ
れ
て
居
り
、
佛

は
法

輪
を
轄
ず
る
無
上
の
法
王
だ
と
さ
れ
、
三
十
二
大
人
相
を
具
す
る
の
は

佛
と
輪
王
だ
と
云
い
、
繹
奪
は
輪
王
が
七
度
舎
利
を
埋
め
た
ク
シ
ナ
ガ

ラ
で
入
滅
さ
れ
た
と
云
い
、
繹
尊
の
葬
儀
と
造
塔
は
輪
王
の
そ
れ
に
準

じ
て
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
さ
れ
て
い
る
。
(
藤
田
宏
達

「韓
輪
聖
王
に

つ
い
て
」
宮
本
正
尊
教
授
還
暦
記
念
論
文
集

148)
 阿
育
王
は
兵
杖
を
用

い

ず
、
正
法
に
よ
つ
て
治
め
る
と
い
う
佛
教
の
政
治
理
想
を
實
現
し
た
人

で
あ
り
、
阿
育
王
経
や
阿
育
王
傳
で
は
、
阿
育
王
を
韓
輪
聖
王
と
し
て

い
る
。
慧
印
三
昧
経
に
、
阿
彌
陀
佛
の
前
身
た
る
韓
輪
聖
王
慧
上
が
、

佛
浬
藥
後
國
縣
に
塔
六
十
四
億
を
起
し
た
と
記
し
て
い
る
の
は

(
大
正

藏

一
五

464
a
-b
)
 明
か
に
阿
育
王
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
つ
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
た
佛
敏
の
擁
護
者
と
し
て
有
名
な
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
王
の
遺
骨

が
、
佛
舎
利
の
時
の
よ
う
に
諸
國
に
孚
い
分
け
ら
れ
た
と
云
い
、
そ
の

鋳
造
し
た
貨
幣
に

「
救

い
圭
で
あ
る

M
en
an
d
rou
王
の
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
の
は
、

メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
が
シ
ユ
ン
ガ
王
朝
に
封
抗
し
、
佛
教
を

守
護
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
(中
村
元

「
イ
ン
ド
思
想
と
ギ
リ
シ
ア

思
想
と
の
交
流
」
4O
-42
)
 M
ilin
d
a
p
a
n
h
a
に
は
法
身
佛
の
實
在
を
説

き
 (南
傳
藏
五
九
上

嵩
2)
 罪
深
き
人
も
臨
終
に
念
佛
す
れ
ば
生
天
す

る

と
云
い
、
(同

1課
)
 受
刑
者
で
も

一
束
の
蓮
華
を
世
尊
に
捧
げ
れ
ば
、

九
十

一
劫
の
間
悪
趣
に
赴
か
な
い
と
説
く
等
、

(同

192)
 浄
土
敏
に
連

な
る
も
の
が
あ
る
。
(金
倉
圓
照

「
印
度
中
世
精
紳
史
」
148)
 佛
像
の
出
現
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に
ギ
リ
シ
ヤ
人
の
活
動
が
あ
つ
た
こ
と
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。

私
は
ア
シ
ヨ
カ
と
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
を
結
ぶ
佛
教
擁
護
の
風
潮
が
カ
ブ
ー

ル
河
域
の
ギ
リ
シ

ャ
人
の
勢
力
の
下
で
残
存
し
、
温
存
さ
れ
た
佛
敏
の

古
い
政
治
意
識
が

一
つ
の
基
盤
と
な
つ
て
、
阿
彌
陀
佛
信
仰
の
生
長
を

見
た
の
だ
と
思
う
。
末
法
時
の
佛
教
護
持
と
阿
彌
陀
佛
信
仰
と
が
深

い

連
り
が
あ
る
こ
と
は
、
先
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
(「普
賢
菩
薩
と
無

量
壽
経
」
印
佛
研

一
三
ノ
一
)
 更
に
ま
た
私
は
先
に
阿
彌
陀
佛
が
原
始
至
上

紳

S
u
p
rem
e
 B
ein
g
と
し
て
の

V
aru
n
a
信
仰
と
關
連
が
あ

る
こ

と
を
指
摘
し
た
が
、
(
「阿
閾
佛
と
阿
彌
陀
佛
」
印
佛
研

一
〇
ノ
ニ
)
中
村
元

教
授
に
よ
れ
ば
、
V
a
ru
m
a
に
は
王
者
の
面
影
が
あ
り
、
天
の
法
則

の

擁
護
者

と
さ
れ
て
居
り
、
選
畢
さ
れ
た
王
は

こ
の

V
a
ru
n
a

の
権
威

に
よ
つ
て
位
に
つ
い
た
と
い
う
。
(「印
度
古
代
史
上
」
72
,
 
103)
 阿
彌
陀

佛
が
王
者
の
性
格
を
持
つ
理
由
が
、

こ
ゝ
に
も
あ
る
課
で
あ
る
。
法
華

経
や
浬
桀
経
に
な
る
と
成
謂
五
濁
悪
世
で
、
政
治
的
な
張
り
の
あ
る
傳

統
も
失
わ
れ
て
い
た
の
で
、
佛
の
大
悲
が
父
母
の
慈
愛
の
よ
う
な
身
近

か
な
も

の
で
説
か
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

阿
彌
陀
佛
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
繹
尊
の
佛
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
生

長
し
た

の
で
あ
る
が
、
出
來
上
つ
て
了
う
と
彌
陀
と
繹
迦
と
が
封
立
的

に
説
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
竺
法
護
課
の
生
経
に
、
繹
奪
が
前
生
に
首

達
比
丘

で
あ
つ
た
時
、
彌
陀

の
前
身
た
る
年
少
の
惟
先
比
丘
の
名
聲
を

憎
み
、
誹
誘
し
て
地
獄
に
堕

ち
た
と

い
う
。
(
大
正
藏
三

107
c)
 ま
た

同
じ
竺
法
護
課
の
濟
諸
方
等
學
経
で
は
、
因
果
応
報
を
読
き
諸

々
の
善

行
を
勧
め
た
澤
命
比
丘
を
、
た
ゴ
室
を
読
い
て
諸
行
を
輕
ん
じ
た
爲
法

比
丘
が
悪
口
し
て
地
獄
に
堕
ち
た
が
、

こ
の
浄
命
が
彌
陀
、
爲
法
が
後

の
繹
迦
で
、
繹
迦
が
五
濁
の
世
に
成
佛
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の

は
こ
の
た
め
だ
と
い
う
。
(同
九

376
a-
b
)
 こ
の
よ
う
な
扱
い
方
に
封

し
て
、
五
濁
の
世
に
現
れ
て
佛
と
な
り
、
悪
機

の
衆
生
を
相
手
に
極
難

信
の
法
を
説
き
、
救
濟
に
努
め
た
繹
尊
は
稽
讃

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い

う
圭
張
が
現
れ
た
の
は
當
然
で
あ
る
。
(持
心
梵
天
所
問
経
、
阿
彌
陀
経
、

大
法
鼓
経
、
観
世
音
菩
薩
授
記
経
、
寳
星
陀
羅
尼
経
、
如
幻
三
摩
地
無
量
印
法

門
経
、
入
樗
伽
経
、
大
集
経
)
更
に
繹
迦
の
浄
土
は
決
し
て
西
方
極
樂

に

劣
る
も
の
で
は
な

い
と

い
う
圭
張

(法
華
経
、
大
乗
諸
浬
契
経
、
無
字
寳

筐
経
)
や
、
西
方
極
樂
よ
り
も
遙
か
に
優
れ
た
澤
土
が
あ
る
と

い
う
圭

張

(華
嚴
経
、文
殊
師
利
佛
土
嚴
浮
経
、寳
積
経
文
殊
師
利
授
記
會
)
が
現
れ
、

更

に
悲
華
経
に
な
る
と
、
彌
陀
が
因
位
の
時
嚢
願
し
た
通
り
の
世
界
が

西
方
に
既
に
あ
つ
た
の
で
、
彌
陀
は
そ
こ
へ
行

つ
て
成
佛
し
た
の
だ
と

云
い
、
浄
土
建
立
と
い
う
彌
陀
信
仰
の
基
本
的
な
教
説
を
抹
殺
し
て
了

い
、
臓
土
を
避
け
て
浄
土
を
願
取
す
る
よ
う
な
菩
薩
は
猛
健
大
丈
夫
で

は
な
い
、
苦
海
の
衆
生
を
捨
て
て
顧
み
な
い
よ
う
な
こ
と
で
は
深
重
大

悲
を
持

つ
た
分
陀
利
華
の
如
き
大
菩
薩
と
は
言

え
な

い
と
云
つ
て
、
彌

陀
を
疑
し
、
繹
奪
を
稻
揚
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
の
浮
土
教
の
逃
避
的

な
性
格
を
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
政
治
意
識
を
背
景
と
し
た

浄
土
敏
本
來
の
性
格
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
非
難
す
る
側
で
も

非
難
さ
れ
る
側
で
も
共
通
に
反
省
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

繹
迦
牟
尼
佛

と
阿
彌
陀
佛
 
(
芳

岡
)
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